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寧に読み解いている。佐野は論考の中で、ヴェーバーの「カリスマ的支配  Charismatische 
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作では支配の 3 類型は「合理的支配 rationale Herrschaft」「伝統的支配」「カリスマ的支配」の三つ
であり、第一次世界大戦後の著作にある「合法的支配 legale Herrshaft」の表記は一切見当たらな
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スマ」は、＜ 1 ＞エクレシアの組織原理、＜ 2 ＞統治の賜物（指導者、帰依者関係）、＜ 3 ＞個々
の信徒の活動・奉仕のために与えられた恩寵の賜物、＜ 4 ＞霊的賜物、＜ 5 ＞聖職按手礼の賜物、
の五つにまとめられるという。新約聖書（パウロ書簡）のカリスマに比べ、ゾームの「カリスマ」
はエクレシア（原始キリスト教団の集会）の組織原理や統治関係に重点が置かれており、＜ 1 ＞と
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訳の第 9 章第 2 節「正当的支配の三つの純粋型」には合法的支配 legale Herrschaftを含む支配の 3 
類型が記載されているが、この節はヴェーバーの『経済と社会』第 4 版だけに編集の都合で挿入さ
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 ヴェーバーの支配の 3 類型を“支配のLegitimitätとは支配のRechtsgründeである”という観点か
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カリスマとしての君主」の区別にかかわってくる。この点についてのヴェーバーの記述は曖昧かつ
微妙に揺れている。 








る。つまり、同一の書物（『経済と社会』第一部）において、支配は 3 類型に正当的秩序は    4 類
型になっているのだから、執筆時期は問題となり得ない。 







ズレが起きていることが分かる。筆者の知る限り、正当的支配の 3 類型と正当的秩序の 4 類型のズ
レに焦点をあてて、その内容にまで踏み込んでヴェーバー理論を考察した人はいない。 
 水林によれば支配の 3 類型を法学的に言い換えると、「制定法支配」「慣習法支配」「超越法（神
法・自然法）支配」になるという。一方、正当的秩序の妥当根拠は「社会学の基礎概念」において
は以下の 4 型に分類されている（ヴェーバー1921/1987、55-56頁）。 
  a ) 伝統（Ｔradition）、すなわち、つねに存在したものの妥当によって、b ) 感動的（特に情緒
的）信仰、すなわち、新たに啓示されたものまたは模範的なものの妥当によって、c ) 価値合理的
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b ）と c ）に振り分けて区別したとして以下のように図示・説明する。 
 
 b 神・天－（授権）→支配者（カリスマ）←（情緒的帰依）－被支配者 
 c 自然法－（授権）→支配者←（理性的遵法）－被支配者 
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     （「中間考察」の場合） 
     （金井1991より） 
図１－２ ヴェーバーの宗教救済類型 
     （改訂中の「宗教社会学」の場合） 
     （金井1991より） 
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 禁欲と観照（＝伝統的禁欲/観照）の議論を「宗教社会学」の「現世拒否的禁欲」と「現世逃避
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の在り様や秩序）と行為主体のかかわり方の違いとして A と B の宗教的救済をヴェーバーは区別
しているわけである。A の場合には、行為主体が現世より上位にあり、主体（の究極的価値合理
性）は現世的な社会（秩序）を改変する前提になっている。逆にBの場合には、現世的秩序が上位
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動的エクスタシスによって捉えられる神秘的合一 unio mystica のような瞑想的性格であってはなら
ないこと。というのも、その種の救済財はつねに日常生活から離れた現実世界の彼岸に横たわって
おり、現実世界から外に人々を連れ出してしまうからであり、さらには純粋な「神秘家」のカリス
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支配」と関係する。慢性持続的に日常化・合理化された宗教的救済方法（神秘主義的救済方法・行
動倫理的救済方法）や支配形態（伝統的支配・制定法支配）においても「カリスマ」との関連はい




















  1  外界の諸対象と他の人々との行動を期待することによって、そしてこうした期待を、合理
的に、結果として求められ、かつ考慮された自己の目的のための「条件」または「手段」とし
て利用する点で、目的合理的（zweckrational）であり、 
  2  或る一定の行動そのものの、絶対的に固有の価値－倫理的、美的、宗教的、あるいはその
他、どう指摘されようとも－を、まったく純粋に、結果とは無関係に、意識的に信ずることに
よって、価値合理的（wertrational）であり、 
  3  実際の感動と感情状態とによって、感動的（affektuell）、とくに情緒的（emotional）であり、   
  4  なじんだ慣用によって、伝統的（traditional）であると定義されよう。（ヴェーバー1921/1987、
35-36頁） 
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  1  純感動的に、すなわち、感情的献身によって、 
  2  価値合理的に、すなわち、（倫理的、美的、またはいかなる他のものであれ）究極の義務的
な価値の表現としての、秩序の絶対的妥当に対する信仰によって、 






  a ）伝統（Ｔradition）、すなわち、つねに存在したものの妥当によって、 
  b ）感動的（特に情緒的）信仰、すなわち、新たに啓示されたものまたは模範的なものの妥当
によって、 
  c ）価値合理的信仰、すなわち、絶対に妥当なものとして推論されたものの妥当によって、 
  d ） 合法性（Legalitat）があると信じられる実定的制定律（positive Satzung）によって。
（ヴェーバー1921/1987、55頁） 
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在空間」と呼んでいる（本稿では便宜上『依存 2 』と呼ぶ）。『依存 2 』では、母親や治療者は乳幼
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覚に外延過剰的に使ったために、『依存 1』や『依存 2』の本質を理解しそこねたばかりか、『依存 
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 筆者は村瀬の「素直」論を参考にして、図 4 のように「素直」を分類し、「すなお」論を展開し
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論理合理的な知を副旋律として受け入れ、それを模倣するプロセスとして、②の 1 と③の 1 の時代
は共通して理解できる。また、それが日本的に解釈がえされて血肉化し、日本的な形式として定着
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